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〜
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
〜

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り�

vol.
5

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
を
令
和
４
年
12
月
9
日
（
金
）
に
南
山
城
村
議
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
委
員
会
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
3
人

の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
認
定
案
件
と
し
て
令
和
3
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
、
議
案
と
し
て
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
の
件
及
び
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
へ
の
国
の
財
政

支
援
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

鈴木 かほる 議員
（南山城村）

　
教
育
面
と
災
害
避
難
所
の
観
点
か
ら

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

鈴木
議員　

健
康
面
に
配
慮
し
な
が
ら
工
夫
し
て

善
処
し
つ
つ
、
災
害
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
各
町
村
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

岡田
教育長Q

　
近
頃
の
異
常
な
物
価
高
騰
の
中
、
給
食
の
質
を
落
と

さ
な
い
た
め
に
は
、
給
食
の
食
材
費
な
ど
へ
の
補
填
が

必
要
で
あ
り
、
実
態
を
調
べ
早
急
に
対
応
す
る
べ
き
で
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
現
在
の
給
食
単
価
は
、
給
食
無
償
化
事
業
の
始
ま
っ
た
平
成

30
年
度
に
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰
の
中
で

も
調
理
現
場
で
は
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
美
味
し
く
、
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
に
な
る
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
来
年
度
は
給
食
単
価

の
見
直
し
を
念
頭
に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
教
師
の
働
き
方
改
革
の
一
環
で
、
中
学
校
の
部
活
動

の
地
域
移
行
が
、
来
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る

が
、
学
校
教
育
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
解
決
す
る
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
急
激
な
少
子
化
に
よ
る
部
員
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
部
の
存

続
や
活
動
の
在
り
方
の
問
題
が
あ
り
、
文
部
科
学
省
か
ら
、
次

年
度
か
ら
３
年
間
で
中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
方

針
が
出
さ
れ
た
。

　
管
内
の
小
中
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

大
半
が
賛
成
し
て
い
る
。
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
意
義
は

大
き
く
、
次
年
度
は
、
休
日
の
活
動
の
み
、
両
中
学
校
が
一
緒

に
行
え
る
一
部
の
部
活
動
を
対
象
に
、
地
域
指
導
者
及
び
希
望

す
る
顧
問
を
指
導
者
と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。村山 一彦 議員

（和束町）

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
入
会
は
任
意
な
の
か
。

村山
議員　

自
主
的
な
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
任
意
団
体
で
あ
り
、
加
入
は
個
人
の

意
思
に
よ
り
自
由
。

岡田
教育長Q

　
２
０
２
０
年
７
月
に
広
域
連
合
が
ま
と
め
た
、
ご
み

処
理
の
基
本
計
画
で
は
４
案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
方

向
性
は
決
ま
っ
た
の
か
。

A
堀
連
合
長

　
令
和
２
年
７
月
に
策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で

は
、
今
後
の
可
燃
ご
み
処
理
の
方
向
性
と
し
て
、
①
現
施
設
の

再
稼
働
を
見
据
え
た
基
幹
的
設
備
の
改
良
、
②
新
た
な
焼
却
施

設
の
整
備
、
③
広
域
処
理
、
④
民
間
委
託
の
４
案
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
案
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

新
施
設
の
整
備
や
現
有
施
設
の
再
稼
働
な
ど
に
つ
い
て
は
、
コ
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認
定
案
件

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
で
は
、
歳
入
総
額
８

億
２
２
８
１
万
４
８
２
３
円
、
歳
出
総
額
は
８
億
27 

万
８
２
７
６
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
２
２
５
３
万
６
５
４
７

円
と
す
る
案
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
教
育
関
係
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
に
つ
い
て
、
ま
た
環
境
関
係
で
は
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
公
害
環
境
測
定
調
査
委
託
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

�

認
定　

挙
手
多
数

議 

案
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
の
件

　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
が
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
京

都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
（
昭
和
37
年
京
都
府

指
令
７
地
第
１
７
０
５
号
許
可
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

�

可
決　

挙
手
全
員

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
５
０
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
４
２
９
万
円
８
０
０
０
円
と
す

る
補
正

�

可
決　

挙
手
全
員

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
１
台
端
末
や
通
信

環
境
の
整
備
・
維
持
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
振
興
の

た
め
の
恒
常
的
な
国
の
支
援
策
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

�

可
決　

挙
手
全
員

ス
ト
面
ま
た
そ
の
前
提
と
な
る
地
元
の
ご
了
解
な
ど
課
題
が
多

く
、
そ
の
実
現
に
は
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
の
方
向
性
と
し
て
は
、
民
間
委
託
を
継

続
す
る
選
択
肢
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
来
年
度
以
降
の
契
約
に

向
け
て
は
、
地
元
や
伊
賀
市
と
の
協
定
に
係
る
調
整
の
ほ
か
、

燃
料
費
に
つ
い
て
物
価
高
騰
の
影
響
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
委
託
に
係
る
経
費
が
な
る
べ
く
上
が
ら
な
い
よ
う
、

民
間
委
託
し
て
い
る
他
の
自
治
体
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、

慎
重
に
準
備
し
て
い
き
た
い
。

向出 健 議員
（笠置町）

　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁
壁

安
全
対
策
工
事
終
了
後
の
状
況
に
つ
い

て
、
早
急
な
原
因
究
明
を
。

向出
議員　

専
門
家
の
見
解
や
府
技
術
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
言
等
を
踏
ま
え
、

原
因
究
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

堀
連合長Q

　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
屋
を
残
し
て
お

く
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
連

合
と
し
て
の
考
え
は
。

A
堀
連
合
長

　
平
成
31
年
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
休
止
後
、
継
続
し
て

構
成
町
村
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
す
る
た
め
に
は
、
緊
急
避

難
と
の
位
置
づ
け
で
伊
賀
市
と
の
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
屋
を
残
す
こ
と
を
要
件
に
「
応
急
対
策
」
と
し
て

今
回
の
工
事
を
実
施
し
て
き
た
。

　
安
全
面
の
観
点
で
言
え
ば
、
す
べ
て
を
撤
去
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
こ
と
は
、
専
門
家
か
ら
も
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

Q
　
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
目
標
と
現
状
、
今
後
の
展
開

は
。

A
堀
連
合
長

　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、
構
成
町
村
全
体
の
ご
み

一
人
一
日
あ
た
り
の
平
均
排
出
量
を
、
令
和
16
年
度
に
、
令
和

元
年
度
に
対
し
て
５
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現

状
は
、
令
和
３
年
度
は
、
令
和
元
年
度
と
比
べ
、
わ
ず
か
に
増

加
し
て
い
る
状
況
。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
広
報
紙
を
中
心
と
す
る
啓
発
、
構
成
町
村

で
も
家
庭
用
の
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
補

助
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

ご
み
の
減
量
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
も
、
構
成
町
村
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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笠置中学校区の二十歳のつどい参加者（笠置町・南山城村）

和束中学校区の二十歳のつどい参加者（和束町）

祝祝
二
十
歳

二
十
歳
のの
つ
ど
い

つ
ど
い

　

１
月
９
日
（
月
・
祝
）
、
成
人
の
日
に
相
楽

東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
令
和

５
年 

二
十
歳
の
つ
ど
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
笠

置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
で
合
わ
せ
て
40
人

の
二
十
歳
と
な
る
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

法
改
正
の
た
め
18
歳
よ
り
成
人
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
相
楽
東
部
広
域
連

合
で
は
例
年
通
り
、
二
十
歳
を
対
象
と
し
て
式

典
を
お
こ
な
う
た
め
、
成
人
式
か
ら
二
十
歳
の

つ
ど
い
へ
と
名
前
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま

な
み
ホ
ー
ル
）
で
は
、
振
袖
な
ど
華
や
か
な
晴

れ
着
を
ま
と
っ
た
二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
者
が

集
い
、
来
賓
や
恩
師
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
式
典

が
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
参
加
者
を
代
表
し
て
和
束
町
の
福

田
隆
晟
さ
ん
が
「
私
た
ち
の
成
長
を
静
か
に
見

守
っ
て
く
れ
た
こ
の
『
ふ
る
さ
と
』
を
こ
れ
か

ら
も
愛
し
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
『
糧
』
と
し
て
、
未
来
を
歩
ん
で
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
後
、
小
学
校
卒
業
時
に
制
作
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
や
、
旧
友
・
恩
師
と

の
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
二
十
歳
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
し
ま
す
。
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と
ん
ど
焼
き

　

笠
置
町
で
は
1
月
8
日
（
日
）
、
西
部
ふ
れ
あ
い
広
場

（
西
部
区
集
会
場
横
の
広
場
）
で
と
ん
ど
ま
つ
り
、
和
束
町

で
は
1
月
16
日
（
月
）
、
和
束
町
児
童
公
園
で
と
ん
ど
焼
き

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
書
初
め
や
、

住
民
の
方
か
ら
は
、
し
め
縄
な
ど
お
正
月
飾
り
が
集
ま
り
、

と
ん
ど
や
ぐ
ら
が
燃
え
上
が
る
の
を
見
な
が
ら
、
一
年
間
の

無
病
息
災
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員 

感
謝
状
贈
呈
式

お
よ
び
委
嘱
状
伝
達
式

　

1
月
11
日
（
水
）
、
笠
置
町
役
場
に
て
人
権
擁
護
委
員
感

謝
状
贈
呈
式
お
よ
び
委
嘱
状
伝
達
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
1
月
か
ら
6
年
間
ご
活
動
い
た
だ
き
ま
し
た
二

滝
久
功
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
並

び
に
城
南
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
人
権
相
談
、
人
権

啓
発
活
動
等
広
域
に
わ
た
り

ご
活
動
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
任
に
と
も
な
い
後
任
と

な
る
丸
山
敏
夫
さ
ん
へ
法
務

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を
、
京

都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
長

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
の
人
権
擁
護
委

員
は
丸
山
敏
夫
さ
ん
を
含
め
、

浦
井
紀
代
美
さ
ん
、
田
中
正

嗣
さ
ん
の
3
名
の
方
に
よ
り
、

月
1
回
の
人
権
相
談
、
人
権

の
花
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
活
動
を
、
今
後
も
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

まち＊むらの 話題

笠
置
町
・
和
束
町

笠
置
町

南
山
城
村

笠置町　とんどまつり和束町　とんど焼き

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

　

令
和
5
年
１
月
1
日
か
ら
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
任

期
で
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
大
仲
順
子
さ
ん
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
、
地
域
の
人
権
相
談
窓
口
役
と
し
て

引
き
続
き
務
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

1
月
13
日
（
金
）
に

南
山
城
村
役
場
に
て
委

嘱
状
伝
達
式
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

随
時
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
等

受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

左：平沼村長　右：大仲順子委員 委嘱状伝達のようす

感謝状の贈呈
左：法務局宇治支局 今西支局長
右：二滝久功さん（退任）

委嘱状の伝達
右：丸山敏夫さん（新任）左より：中町長・丸山敏夫さん・二滝久功さ

ん・今西支局長
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まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

第
68
回
和
束
町
茶
品
評
会

　

令
和
4
年
9
月
15
日
（
木
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
第
68
回
和
束
町
茶
品
評
会
が

開
か
れ
、
煎
茶
58
点
･
て
ん
茶
32
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
8
人
の
審
査
員
に
よ
り

「
煎
茶
の
部
」
「
て
ん
茶
の
部
」
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
左
記

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
12
月
22
日
（
木
）
に
開
か
れ
た
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

煎
茶
の
部

1
等
1
位　

杉
本　

竜
一　

京
都
府
知
事
賞

1
等
2
位　

東
本　

博
利　

京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞

1
等
3
位　

畑　
　

武
志　

京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞

1
等
4
位　

籠
嶋　
　

渉　
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞

て
ん
茶
の
部

1
等
1
位　

森
本　

千
春　

京
都
府
知
事
賞

令
和
4
年
度
和
束
町

優
良
品
種
茶
園
品
評
会

　

令
和
4
年
10
月
20
日
（
木
）
、
令
和
4
年
度
和

束
町
優
良
品
種
茶
園
品
評
会
が
開
か
れ
、
成
木
の

部
11
点
･
幼
木
の
部
6
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

8
人
の
審
査
員
に
よ
り
「
成
木
茶
園
の
部
」
「
幼

木
茶
園
の
部
」
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ

た
結
果
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
12
月
22

日
（
木
）
に
開
か
れ
た
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

成
木
茶
園
の
部

優
秀
賞　

東
本　

博
利　

京
都
府
知
事
賞

優
良
賞　

畑　
　

廣
道　

 

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
京
都
府
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

佳
良
賞　

畑　
　

新
悟

幼
木
茶
園
の
部

優
良
賞　

大
西　

喜
典　

山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

佳
良
賞　

籠
嶋　
　

渉

南
山
城
村
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 「
第
１
号
」
が
誕
生
し
ま
し
た

　

南
山
城
村
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
本
村
の
歴
史
、
風
土
、
環
境
、
産
業
、
行

事
等
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

「
南
山
城
村
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
し
て
認
定
す

る
制
度
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
南
山
城
村
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
第

１
号
」
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
詳
細

名

称　

緑
（
リ
ョ
ク
） 

種

類　

イ
ラ
ス
ト 

活
動
の
内
容　

 

特
産
品
（
お
茶
）
を
通
じ
た

南
山
城
村
の
Ｐ
Ｒ 

作

成

者　

馬
場　

遥
さ
ん
（
童
仙
房
）

　

認
定
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
山
城
村
役
場
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
南
山
城
村
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
定

に
つ
い
て
の
記
事
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

南
山
城
村
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
第
１
号

日
本
茶
A
W
A
R
D
2
0
2
2
年

『
プ
ラ
チ
ナ
賞
』を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
茶
A
W
A
R
D
は
、
よ
り
多
く
の
人
に

多
種
多
様
な
日
本
茶
の
美
味
し
さ
を
伝
え
る
た

め
に
N
P
O
法
人
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

協
会
が
主
催
で
2
0
1
4
年
に
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

2
0
2
2
年
は
、
5
2
1
点
も
の
日
本
茶
が

出
品
さ
れ
、
『
プ
ラ
チ
ナ
賞
』
は
わ
ず
か
20
点

の
み
。
そ
の
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
、
上
香
園
（
代
表　

岡
田
文
利
様
）
の
「
幸
せ
の
青
い
お
茶
」
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
せ
は
案
外
自
分
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
「
幸
せ
の
青
い
鳥
」
の
物
語

の
よ
う
に
、
「
今
コ
コ
に
あ
る
幸
せ
」
に
気
づ

い
て
ほ
し
い
想
い
を
込
め
た
ブ
レ
ン
ド
玄
米
茶
。

レ
モ
ン
や
ラ
イ
ム
を
入
れ
る
と
青
か
ら
紫
に
変

わ
る
新
商
品
の
お
茶
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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和束町史編さんだより

※編さん室では、今年南山城水害や戦争体験等の聞き取り調査を予定しています。情報をお持ちの方はご一報ください。

 第8回 和束川の通船計画
　江戸時代の半ば、湯船村が中心となって、和束川に高瀬船を通そうという計画が持ち上がりました。湯船
から井平尾村の浜（現木津川市加茂町）まで、荷物を積んで下ろうというものです。船は、高瀬船という底
の平たいタイプで、保津川下りの船と同じ型式です。
　和束川の通船が初めて計画されたのは、1759年（宝暦９年）のことです。役所の許可を得て、出資者を
募り、通船のための河川改修工事を進めますが、難航し、50年を経過した1810年（文化７年）になっても、
完成しません。そこで、新たな出資者を得て工事を続け、1822年（文政５年）には、湯船から下河原（現
白栖橋付近）までは通船できるようになったようですが、井平尾まで下ることはできませんでした。
　なぜ、この時期に通船が計画されたのでしょうか。和束郷
から出る木柴や薪炭などは陸路木屋まで運び、帆掛け船に積
んで木津川を淀や伏見に運んでいました。江戸時代半ばにな
ると、信楽の陶器類の運搬が増加し、陸路だけでは対応でき
なくなってきたようです。当時、最も大量に安全に荷物を運
送する手段は、船でした。和束川を船で荷物が運べたら、と
いうのは和束の人々の大きな願いだったのかもしれません。
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室
　　　　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

教育

笠
置
中
学
校
「
中
学
校
の

税
に
つ
い
て
の
作
文
」
受
賞

　

令
和
4
年
12
月
19
日
（
月
）
、
笠
置
中
学
校
で

「
中
学
校
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰
式
が
お

こ
な
わ
れ
、
3
年
生
の
坂
内
楓
子
さ
ん
が
宇
治
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
、
同
じ
く
3
年
生
の

南
山
あ
み
い
さ
ん
が
相
楽
東
部
広
域
連
合
長
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
は
、
国
税
局
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
将
来
を
担
う
中
学
生

が
、
税
に
関
す
る
事
を
テ
ー
マ
と
し
て
書
く
こ
と

を
通
じ
て
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い

理
解
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
人
は
納
税
に
よ
っ
て
、
社
会
の
色
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
事
等
を
テ
ー
マ
に
し
、
こ
の

度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（左）坂内 楓子さん　　　（右）南山あみいさん

笠
置
中
学
校
・
和
束
中
学
校

合
同
芸
術
鑑
賞
会

　

令
和
4
年
12
月
22
日
（
木
）
、
南
山
城
村
文
化
会
館

（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
に
て
、
笠
置
中
学
校
・
和
束
中
学

校
が
合
同
で
芸
術
鑑
賞
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
で
は
、
小
小
連
携
、
中
中
連
携
、

小
中
連
携
等
、
管
内
学
校
間
の
交
流
学
習
や
合
同
学
習
を

お
こ
な
い
、
相
互
支
援
や
切
磋
琢
磨
に
よ
る
学
校
の
活
性

化
を
図
っ
て
お
り
、
両
校
に
よ
る
合
同
芸
術
鑑
賞
会
は
、

中
中
連
携
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

今
回
の
芸
術
鑑
賞
会
は
、
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
」
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
、
マ
ー
チ
ン
グ
や
打
楽
器
の
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
実
際
に
、
打
楽
器
の
音
を
出
す
体
験
も
で
き
、
生

徒
た
ち
は
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

復元された高瀬船（京都市中京区一之船入町）
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安心・安全

令
和
5
年 

出
初
式（
初
出
式
）

　

1
月
8
日
（
日
）
、
笠
置
町
で
は
笠
置
小
学
校
体
育
館
、
和

束
町
で
は
和
束
小
学
校
体
育
館
、
南
山
城
村
で
は
、
南
山
城
村

文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
で
そ
れ
ぞ
れ
出
初
式
（
初
出

式
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年 

笠
置
町
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

団
永
年
勤
続
功
労
表
彰

　
　
　
　

第
２
部　

部　

長　

片　

山　

万　

貴

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

勤
功
章　
　
　
　
　
副
本
部
長　

木　

村　

宣　

明

精
績
章　

第
３
部　

班　

長　

岡　

田　

茂　

幸

精
勤
章　

本
団
付　
班　
長　
川　

﨑　

隆　

次

精
勤
章　

第
６
部　

班　

長　

上　

好　

直　

也

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

　
　
　
　

第
２
部　

部　

長　

片　

山　

万　

貴

　
　
　
　

第
１
部　

班　

長　

阪　

井　

邦　

彦

町
長
表
彰

　
　
　
　
自
動
車
部　

団　

員　

辻　

井　

堅　

一

団
長
表
彰

　
　
　
　
自
動
車
部　

団　

員　

佐　

野　

巧　

樹

令
和
5
年 

和
束
町
消
防
団
初
出
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

精
績
章　

湯
船
分
団
副
分
団
長　

長　

西　

英　

樹

精
勤
章　
湯
船
分
団
第
１
部
部
長　

大　

谷　

健　

弥

精
勤
章　

東
分
団
第
２
部
部
長　

堀　
　
　

潤　

次

精
勤
章　

西
分
団
第
１
部
部
長　

西　

山　

生　

光

精
勤
章　

中
分
団
第
１
部
部
長　

森　

河　

英　

二

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

湯
船
分
団
第
２
部　

班　

長　

前　

田　

正　

人

　
　

中
分
団　

第
２
部　

班　

長　

村　

城　

敦　

信

　
　

東
分
団　

第
３
部　

班　

長　

北　
　
　

友　

春

　
　

西
分
団　

第
２
部　

班　

長　

東　

本　

和　

樹

　
　

東
分
団　

第
１
部　

団　

員　

岡　

田　

和　

也

町
長
表
彰

湯
船
分
団
第
２
部　

団　

員　

飯　

田　

克　

也

　
　

東
分
団　

第
３
部　

団　

員　

奥　
　
　

龍　

裕

　
　

中
分
団　

第
２
部　

団　

員　

森　

脇　

稔　

仁

　
　

中
分
団　

第
５
部　

団　

員　

島　
　
　

昂　

大

　
　

西
分
団　

第
１
部　

団　

員　

森　

脇　

健　

次

団
長
表
彰

湯
船
分
団
第
２
部　

団　

員　

柚　

木　

敏　

希

　
　

東
分
団　

第
１
部　

団　

員　

谷　

口　

和　

也

　
　

東
分
団　

第
３
部　

団　

員　

奥　
　
　

裕
太
郎

　
　

中
分
団　

第
１
部　

団　

員　

池　

田　

達　

哉

　
　

中
分
団　

第
３
部　

団　

員　

岡　

田　

宜　

也

　
　

中
分
団　

第
５
部　

団　

員　

辻　
　
　

誠　

也

　
　

西
分
団　

第
２
部　

団　

員　

稲　

塚　
　
　

功

令
和
5
年 

南
山
城
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

　
　
　
　
功
績
賞　
団　
長　
柴　
垣　
紀　
行

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
章　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
副
分
団
長　
関　
口　
翔　
平

村
長
章第

１
分
団　
第
４
部　
班　
長　
小　
山　
　
　
翔

第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
石　
上　
稔　
輝

団
長
章第

２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
森　
西　
達　
也

団
精
勤
章　
　
　

第
１
分
団　
第
２
部　
団　
員　
磯　
島　
　
　
豪

第
２
分
団　
第
１
部　
団　
員　
中　
窪　
貴　
文

　

地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
、
ま
た
自
然
災
害
等

へ
の
心
構
え
の
も
と
、
消
防
団
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防
使

命
の
志
を
新
た
に
令
和
5
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
３
町
村
表
彰
者
は
以
上
の
み
な

さ
ん
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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南
山
城
村
消
防
団
機
能
別（
O
B
）

消
防
団
発
足
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
南
山
城
村
）

　

令
和
4
年
12
月
18

日
（
日
）
、
南
山
城

村
役
場
会
議
室
に
て

南
山
城
村
消
防
団
機

能
別
（
O
B
）
消
防

団
発
足
式
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
12
月
1

日
付
で
18
名
の
入
団

が
あ
り
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
消
防
団

で
は
、
消
防
団
の
充

実
強
化
に
向
け
た
団

員
確
保
に
係
る
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
特

定
の
活
動
・
役
割
お

よ
び
大
規
模
災
害
時

に
従
事
す
る
制
度
を

持
つ
機
能
別
団
員
制

度
を
導
入
い
た
し
ま

し
た
。
南
山
城
村
消

防
団
O
B
団
員
を
対

象
と
し
て
、
火
災
・

風
水
害
時
の
後
方
支

援
や
大
規
模
災
害
時

に
限
定
し
た
活
動
を

お
こ
な
う
予
定
で
す
。

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

体
験
型
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
講
座
の
ご
案
内

　

京
都
府
警
察
で
は
、
府
民
の
皆
さ
ん
が
開
か
れ
る
研
修
会

等
に
、
ネ
ッ
ト
安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
知
識
が
豊
富
な
大
学
准
教
授
や
Ｉ
Ｔ
企
業
職
員
な
ど

で
、
京
都
府
警
察
本
部
が
登
録
し
た
人
）
や
警
察
職
員
を
派

遣
し
、
各
受
講
者
に
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
し
出
し
、

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
、
手
口
や
対
処
法

を
学
ん
で
い
た
だ
く
出
前
講
座
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
等

　
　
　
　

 　

体
験
出
来
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
は
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ト
ラ
ブ
ル
」
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」
「
偽
サ
イ

ト
・
詐
欺
サ
イ
ト
」
「
不
審
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
「
自

画
撮
り
被
害
」
の
５
種
類
で
す
。

　
　
　
　

 　

な
お
、
体
験
時
間
は
１
種
類
に
つ
き
30
分
か
ら

50
分
程
度
で
す
。

　

 　
　
　

 　

１
回
の
受
講
人
数
は
最
大
40
人
（
高
齢
者
の
場

合
は
約
20
人
）
ま
で
で
す
。

申
込
み　

�　
京
都
府
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
出
前
講
座
申

込
書
」
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
木
津
警
察
署
生
活
安

全
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　
　
　

 　

申
込
受
付
後
、
講
師
・
機
材
等
の
調
整
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
１
か
月
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
木
津
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0
（
代
表
）

安心・安全

固定資産評価審査委員に
山本隆弘氏（新任）が選任されました（南山城村）
  12月定例議会において岡﨑孝一氏の退任のため、新しく山本隆弘氏（野殿）
が固定資産評価審査委員として選任同意されました。任期は令和４年12月12
日から令和５年７月１日までです。

行 政 Adm i n i s t r a t i on

前列中央より：平沼村長　中央左：柴垣団長　中央右：久保議長　左右端から４人目まで：機能別団員　後方：本団役員
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

入札参加資格審査申請の受付について（笠置町）
　笠置町が発注する公共工事、建設コンサルタント業務、物品・役務等の納入を入札等の方法により受注しようと
するときは、あらかじめ入札参加資格の審査申請が必要です。
　令和5・６年度分の受付を下記の日程でおこないます。

受付期間　２月１日（水）～28日（火）
留意事項　今年度の申請より電子申請をおこないます。
　　　　　紙での申請は原則受け付けませんので、ご了承ください。
　　　　　詳しくは、笠置町のホームページをご確認ください。
問 合 せ　笠置町建設産業課　☎0743・95・2326（直通）

南山城村地域応援商品券の利用期限が迫っています
　南山城村では、コロナ禍において原油価格や電力・ガス、食
料品等の物価高騰の影響を受けた生活者への家計負担の軽減と、
地域内消費の喚起による事業者支援を目的として「南山城村地
域応援商品券」を配布しております。
　この商品券の有効期限は、２月28日（火）となっており
ますので、積極的にご利用いただき、使い忘れのないようご注
意ください。

特殊詐欺や個人情報の詐欺にご注意ください。不審な電話や
郵便、メールが届いた場合は、役場や警察にご連絡願います。

問合せ　南山城村企画政策課　☎0743・93・0107（直通）

第45回南山城村茶業者大会をおこないます
　広く南山城村の「お茶」を紹介し、消費拡大を啓発。茶業振
興を図ることを目的としておこないます。茶香服大会は参加申
込みが必要ですが、講演はどなたでも参加いただけますのでぜ
ひご参加ください。
日　　時　３月３日（金）午後１時～
場　　所　南山城村文化会館「やまなみホール」
大会内容　（１）褒章授与および感謝状贈呈式
　　　　　（２）講演（14：45予定）
　　　　　　　　「 株式会社共栄製茶 代表取締役 森下康弘さん」
　　　　　（３）茶香服大会　など
　　　　　詳しい内容は、 南山城村役場産業観光課 

☎0743・93・0105�
までお問合せください。

収入保険に関する
補助金のおしらせ

（南山城村）
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、
経営が圧迫された農業者の負担を軽減する
ため、収入保険の保険料金に対して補助金
が交付されます。
補 助 率　 保険料金の10分の８ 

【上限７万円】…積立金､事務
費は補助対象外

受付期間　 ２月１日（水）～３月３日（金）
補助対象　 令和４年度の京都府農業共済組

合の収入保険に加入している個
人事業主または法人。（過去に
南山城村自然災害等防止対策農
業経営支援補助金の交付を受け
ていないこと）

　　　　　※ 詳しい内容は､南山城村役場
ホームページをご覧いただく
か､下記までお問合せくださ
い｡

問 合 せ　南山城村役場産業観光課
　　　　　　☎0743・93・0105（直通）

過去開催時の様子
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

コンビニ交付手数料を引き下げます（和束町）

　和束町に住民登録のある方は、コンビニエンスストア等でマイナンバーカードを利用して公的
証明書を取得することができます。
　令和５年３月１日から令和６年３月31日までの期間中は、
コンビニでの公的証明書の交付手数料が、各１通300円から 200円�になります。

【コンビニで取得できる証明書】
・印鑑証明書（本人のもの）
・ 住民票の写し（本人もしくは同一世帯員のもの）

【利用に必要なもの】
・マイナンバーカード
・暗証番号（4桁の数字）
　※ ただし、15歳未満の方のマイナンバーカ

ードでは、ご利用いただけません。

【利用できる店舗】
・セブンイレブン
・ローソン
・ファミリーマート等
※ マルチコピー機設置店舗に限ります。

【利用可能時間】【利用可能時間】
6：30～23：00

土日祝日も利用可能です。

茶源郷交通「WazCar」実証運行再始動茶源郷交通「WazCar」実証運行再始動
～新たに15箇所の乗り場をつくり、誰でも利用できるようになりました～～新たに15箇所の乗り場をつくり、誰でも利用できるようになりました～

ご利用方法：まずはご登録をいただき、その後に予約をお願いします。ご利用方法：まずはご登録をいただき、その後に予約をお願いします。

新型コロナウイルス感染症感染拡大予防対策の一環として、非接触サービスを推進していきます。
問合せ　和束町役場税住民課　☎0774・78・3005（直通）

コ
ン
ビ
ニ
な
ら

申
請
書
不
要
で
す
!!

2023年2023年11月月1010日日㈫㈫～～33月月2424日日㈮㈮運行期間
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問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

３月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
３月 5日（日） 内科・小児科 　 21日（火・祝） 内科
　　12日（日） 内科 　 26日（日） 内科・小児科
　　19日（日） 内科

※２月分については広報れんけい１月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

保健・福祉

　

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
と
は

„
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
〝
と
も
呼
ば
れ
、

主
に
下
肢
に„
虫
が
這
っ
て
い
る
よ
う
な
〝

不
快
な
症
状
を
感
じ
る
疾
患
で
す
。
夜
眠

ろ
う
と
し
て
い
る
時
や
、
じ
っ
と
座
っ
て

い
る
と
き
に
、
脚
の
内
側
か
ら
不
快
感
が

起
こ
り
、
脚
を
動
か
す
と
ま
し
に
な
る
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
人

口
の
2
～
4
％
に
み
ら
れ
、
女
性
の
ほ
う

に
多
く
、
ま
た
治
療
が
必
要
な
の
は
70
万

人
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
の
原
因

は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
原

因
の
一
つ
と
し
て
遺
伝
の
関
係
や
、
鉄
分

不
足
や
、
脳
内
の
神
経
細
胞
で
の
ド
パ
ミ

ン
の
機
能
低
下
、
脊
髄
や
末
梢
神
経
の
異

常
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
の
診
断

は
、
患
者
さ
ん
へ
の
問
診
に
よ
り
、
4
つ

の
特
徴
的
な
症
状
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

① 

脚
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
た
め
、
動
か
し
た

く
な
る
。

② 

安
静
に
し
て
い
る
と
症
状
が
強
く
な
る
。

③ 
脚
を
動
か
す
と
不
快
な
感
覚
が
改
善
す

る
。

④ 

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
症
状
が
強
く
な

る

　

ま
た
こ
れ
ら
の
症
状
が
、
静
脈
う
っ
血
、

下
肢
浮
腫
、
関
節
炎
、
こ
む
ら
が
え
り
な

ど
他
の
類
似
疾
患
が
原
因
で
な
い
こ
と
も

鑑
別
と
し
て
必
要
で
す
。

　

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
は
、
軽

度
の
場
合
は
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て

も
良
く
な
り
ま
す
。

① 

鉄
分
不
足
は
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、

鉄
分
や
吸
収
を
よ
く
す
る
栄
養
素
も
摂

る
よ
う
に
し
ま
す
。

② 

カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
喫
煙
も

症
状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
な
る
べ
く
控

え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③ 

規
則
的
な
就
寝
と
起
床
を
心
が
け
、
就

寝
前
の
激
し
い
運
動
は
避
け
ま
す
。
就

寝
前
の
脚
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
症
状
が
強
い
患
者
さ
ん
の
場
合

に
は
投
薬
に
よ
る
治
療
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
薬
に
は
神
経
の
興
奮
を
抑
え
症
状
を

抑
え
る
薬
や
、
弱
く
な
っ
た
ド
パ
ミ
ン
神

経
の
働
き
を
補
う
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

夕
方
以
降
に
あ
し
が
む
ず
む
ず
し
て
、

夜
も
眠
り
に
く
い
方
は
医
療
機
関
に
相
談

す
る
の
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
本
整
形
外
科

山
本
浩
二

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
9595  

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ

「あかちゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」宣言に
賛同しました（笠置町）

　笠置町は、ピジョン株式会社が掲げる「あかちゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」宣言に賛同し、同じ思い
で「あかちゃんの防災」に取り組む他の自治体等とも協力し、赤ちゃんに優しいまちづくりを推進してまいります。

 「あかちゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」とは…
　ピジョン株式会社では、これまでの企業活動で培って
きた赤ちゃんに関する知見やデータを活用し、どのよう
なときも赤ちゃんを守り、赤ちゃんにやさしい場所をつ
くり続けるために『あかちゃんの防災』をはじめとした、
子育ての備えに関する取り組みをし、より安全・安心な
子育て環境の実現をめざすものです。
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※�
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
2
月
6
日
（
月
）
・
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日　
時　
2
月
8
日
（
水
）
・
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
　
　
　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
2
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
西
垣　

喜
美
代
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

日　
時　
2
月
11
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

和
束
町
史
編
さ
ん
室『
第
14
回
古
文
書
講
座
』

 「
安
積
親
王
墓
認
定
を
め
ぐ
っ
て
」

内　
容　

 　

宮
内
庁
公
文
書
館
所
蔵
の
史
料
を

用
い
て
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

ど
の
よ
う
に
し
て
太
鼓
山
古
墳
が
安

積
親
王
墓
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日　
時　
２
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
所　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室　

専
門
員

　
　
　
　

渡
邉　

久
仁
太

定　
員　
15
人

問
合
せ　
和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
8
9
5
2

 『
陶
芸
教
室（
絵
付
け
）』

日　
時　
3
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　
師　
橋
本　

六
臂
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（
但
し
高
校
生
除
く
）

定　
員　
10
名

申
込
期
間　

2
月
13
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）

参
加
費　
8
0
0
円

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
汚
れ
て
も
い

い
服
装

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

 『
囲
碁
体
験
教
室
』

日　
時　
3
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　

2
階

講　
師　
囲
碁
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

の
人

定　
員　
6
名

申
込
期
間　

2
月
6
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

に
じ
っ
こ・城
陽

日　
時　
2
月
11
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
）　

対
象
者　
・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

内　
容　

 

手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 
問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

募
集

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�nanbu-nanchoyoji@kyoto-chogen.or.jp

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
2
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

先
着
6
人

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

2
月
6
日
（
月
）
～
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　
・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
す
が
、
感
冒
様
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2 QＲコードからも

アクセスできます。

in
fo
rm

ation

おしらせ
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第
30
回
記
念
相
楽
の
文
化
を
創
る

つ
ど
い

日　
時　
3
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 
正
午
～
午
後
4
時
（
午
前
11
時
30

分
開
場
）

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）　
　
　
　
　
　
　
　

入
場
料　
無
料

問
合
せ　

 

第
30
回
記
念
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ

ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
2
0
2
3
年
4
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
8
万
5
千
人
以
上
の
学
生
が
、

大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
・
心
理
学
な
ど
、
3
0
0
以
上
の
授
業
科

目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
1

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
7
4
2
・
20
・
7
8
7
0
）
ま
で
ご
請
求
下

さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
2
月
28
日
（
火
）
必

着
、
第
2
回
が
3
月
14
日
（
火
）
必
着
。

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
2
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

産
業
振
興
会
館　

1
階
和
室

相
談

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
2
月
7
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
2
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
2
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

 

役
場
会
議
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
2
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

 

役
場
会
議
室

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
2
月
17
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　
所

2
月
14
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

2
月
15
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

2
月
17
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　
所

2
月
15
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2
月
17
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

2
月
24
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
2
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料�

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※ 
相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

京
都
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

日　
時　
2
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

　
　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。
）

場　
所　
笠
置
い
こ
い
の
館

　
　
　
　

和
束
町
商
工
会
館　

研
修
室

in
forma

tio
nおしらせ

　
　
　
　

南
山
城
村
役
場　

会
議
室

主　
催　
京
都
弁
護
士
会

※  

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

 

事
前
予
約
は
2
月
16
日
（
木
）
午
後
4
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
直
通
）

　
　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）
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心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
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ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
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関西本線木津亀山間活性化同盟会ウォーキングイベント
春の訪れ～宇治茶の主産地・南山城村の歴史とお茶を巡る・感じる～

　関西本線木津亀山間活性化同盟会では、JR関西本線の利用促進を図るため、毎年、関
西本線沿線の駅を起点としたウォーキングイベントをおこなっています。
　令和４年度は、南山城村で「村の歴史と宇治茶を感じるコース」としてウォーキングをお
こない、最後はやまなみホールで開かれる「山城地域喫茶交流会」でお茶席体験ができる
特別なプログラムでおこないます。普段は体験できない春の南山城村を満喫してください。
日　時　３月12日（日）午前９時出発予定　※少雨決行
集　合　JR大河原駅改札前（受付：午前８時20分～40分）
行　程　  JR大河原駅→恋路橋→恋志谷神社→大河原発電所→春光寺→やまなみホール【お茶席体験】（解散）→
　　　　 農林産物直売所（自由見学）→JR大河原駅　※歩程は約５㎞です。※やまなみホールにて解散となります。

※解散時刻は午後１時頃を予定。※イベント終了後、希望者には、村タク特別号を運行し、「やまなみホー
ル」から「道の駅お茶の京都みなみやましろ村」までの運行もおこないます。（運賃１人300円別途必要）

参加費　無料　　定　員　25人（先着順）
申込み　 ２月１日（水）～22日（水）（土・日・祝日を除く、午前８時30分～午後５時）に、下記連絡先へ「①参加の旨、②

代表者氏名、③人数、④連絡先（郵便番号、住所、電話番号）⑤村タクの利用希望の有無」を伝えてください。
問合せ　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102
その他　申込代表者には別途、詳しいご案内をします。
　　　　小学生以下の人は、保護者同伴でお願いします。食事は各自でご用意ください。
主　催　関西本線木津亀山間活性化同盟会（会員団体　木津川市・笠置町・南山城村・伊賀市・亀山市・甲賀市）
協　力　山城喫茶文化連盟・合同会社南山城観光・やまなみ交通運営協議会

宇治茶・山城 ごちそうフェスタ
　やましろ産食材を使ったグルメ、宇治茶、旬の野菜な
どを満喫できるイベントがおこなわれます。山城地域の
飲食店、直売所などが出店し、笠置町からは「笠置まち
づくり（株）」が出店。おなじみの「笠どら」や「雲海
もち」、「炙りとり重」、「生しいたけ」、「鹿肉加工品」な
どが数量限定で販売されます。ぜひお立ち寄りください。
日　時　２月４日（土）午前10時～午後３時
　　　　　アル・プラザ城陽・１階プラムコート
　　　　２月12日（日）午前10時～午後３時
　　　　　イオンモール高の原・２階平安コート
問合せ　「宇治茶・山城ごちそうフェスタ実行委員会」事務局
　　　　（ 京都府山城広域振興局地域連携・振興部企画・

連携推進課）
　　　　　☎0774・21・2049
　　　　　FAX0774・22・8865
　　　　　 くわしくはWeb 

または右記のQRコードで

第５回木津川流域クリーン大作戦
～みんなの手で、郷土の川を美しく～

参加者大募集
　２月～３月に、淀川流域の上流から下流まで
７エリアに分かれエリアごとに一斉清掃を実施
する淀川水系一斉美化
アクションがおこなわ
れます。この一環とし
て木津川エリアでおこ
なう活動が木津川流域
クリーン大作戦です。
日　時　２月19日（日）
　　　　　※雨天延期２月26日（日）
拠　点　①笠置大橋左岸 午前９時30分～10時30分
　　　　　（受付：午前９時）
　　　　②やまなみホール河川敷 午前９時～10時
　　　　　（受付：午前８時30分） 
対　象　団体または個人（中学生以下は保護者同伴）
注　意　 火バサミと手袋は各自持参ください。

マスク着用。各自健康状態調査票（ホー
ムページからダウンロードしたチラシ
裏面）を当日朝記入し、持参ください。

申込み　 名前・住所・電話・参加する拠点番号
と拠点名・参加人数を 
①ホームページの申込み欄に記入 
② FAXにて淀川管内河川レンジャー事

務局へ送付
　　　　　HP  https://kidugawaclean. 

jimdofree.com
　　　　　FAX 072・841・5663
　　　　　　（受付：平日午前９時～午後５時）
問合せ　 淀川管内河川レンジャー事務局 

中央流域センター
　　　　　☎072・861・6801　
　　　　国交省淀川河川事務所木津川出張所
　　　　　☎0774・62・0075
　　　　　（いずれも平日の午前９時～午後５時）

第４回の活動写真から

京都マラソン2023
２月19日（日）開催�  8：55  車いす競技スタート　
  9：00  マラソン・ペア駅伝スタート
 15：00  終了

大会当日はご不便をおかけしますが、
ノーマイカーデーにご協力をお願いします。

　京都マラソンは、長時間にわたり道路を使用するため、
京都市内全域で大規模な渋滞の発生が予想されます。
緊急車両・路線バスの運行確保に向け、自家用車の使用
を控え、公共交通機関をご利用ください。
※ 交通規制や路線バスの経路変更等に十分ご注意くださ

い。自転車、歩行者のコース横断も制限されます。歩行
者の横断は歩道橋、地下鉄出入口等をご利用ください。

問合せ　 京都市市民スポーツ振興室
　　　　　☎075・222・3138
　　　　　FAX075・213・3367

詳しくは…
京都マラソン

春光寺
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水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や火災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　ここでは、伊賀市・山添村の一押しの情報を紹介します。

伊賀市 伊賀ブランドIGAMONO�令和４年度認定品を紹介します
　伊賀流産品、伊賀の匠の知恵と技が結集した優良な商品、その栽培や製造加工、モノづくりに
取り組む人たちを伊賀ブランドIGAMONOに認定しています。
　今年度は３点の品と２つの事業者を認定しました。
問合せ　伊賀ブランド推進協議会事務局（伊賀市商工労働課）　☎0595・22・9669

山添村 神野山・めえめえ牧場
　県立月ヶ瀬神野山自然公園に指定されている神野山（618.8ｍ）は、関西でも有
数の星空観測スポットになっています。季節を通して星空がキレイに見られるので、
県内だけではなく県外からも多くの方が訪れています。
　また、神野山内のひつじの牧場「めえめえ牧場」では、羊せんべいの餌やり体験や毛
刈り体験をおこなうことができ、３月下旬には子羊のおひろめ会が予定されています。
開園時間　午前９時30分～午後４時30分（放牧の時間は異なります）
休 園 日　水曜日（水曜が祝日の場合は翌日）、年末年始
問 合 せ　めえめえ牧場　☎0743・86・0131

忍者のおやつ缶（合名会社 平木製菓）
アスパラガス

（伊賀ふるさと農業協同組合）
伊賀の芭蕉ねぎ

（伊賀ふるさと農業協同組合）

めえめえ牧場

神野山の星空

　受入家庭のみなさん、こんにちは。いよいよ次年度より、本格的に農泊を再開していく予定です。
　それに先立ちまして、恒例の「勉強会」を下記日程にて開きます。
　登録されている受入家庭のみなさんはもちろん、農泊事業にご興味をお持ちの方のご参加も大歓迎です。

講座 開催日時 内容

農泊の
意義

①２月13日（月）
　午後６時30分〜８時

「基本編」

農泊受入初心者の方対象。
私達は何のために農泊をすすめるのか･･･今回の講座を通して、農泊の目的
を深く理解することで、社会や地域の課題、そして今後の私たちの目指す
べき姿を一緒に考えましょう。

②２月14日（火）
　午後６時30分〜８時

「応用編」
受入の現状は以前と大きく変わっています。直近の情報や今後の展開につ
いてお話します。情報交換や悩み相談の場としてご活用ください。

安全研修

③２月24日（金）
　午前10時〜正午 基本の安全対策から、コロナ対策まで学びます。受入時だけではなく、普

段の生活でも知っておきたい知識や情報をお伝えします。
皆さんが不安に思われていることを、この機会に解決していきましょう。④２月24日（金）

　午後６時30分〜８時30分
対象者　受入家庭に登録されているみなさん・農泊事業に興味をお持ちの方・地域活動に関わる方
場　所　和束茶カフェ　奥研修室１階
申込み　①～④いずれかご都合の日時を選び、協議会事務局にお申込みください。
　　　　「安全研修」の③、④は同じ内容なので、時間帯を選んでください。

農村宿泊体験（農泊）2月号

京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡
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★�Pick�UP�★
「サード・キッチン」

白尾　悠 ／ 著
　アメリカの大学に留学した尚
美は、会話もままならず、友人
もできずひとりぼっち。人間関
係をあきらめ勉強だけに邁進し
ていたある日、隣室のアンドレ
アとともに、さまざまなマイノ
リティーが集まるある学生食堂
に招かれて・・・。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
祝宴 温 又柔
老害の人 内館 牧子
サード・キッチン 白尾 悠

児童書
きょうりゅうバスでがっこうへ リウ・スーユエン
日曜日のはじめちゃん クリハラ タカシ
きみを変える５０の名言　3期２ 佐久間 博文

和　　束

一般書
両手にトカレフ ブレイディみかこ
東京あたふた族 益田 ミリ
日々憶測 ヨシタケ シンスケ

児童書

パンどろぼう おにぎりぼう
やのたびだち 柴田 ケイコ
ノラネコぐんだんうみのたび 工藤 ノリコ
妖怪コンビニ2 令丈 ヒロ子

南山城村

一般書
天下大乱 伊藤 潤
旅立ちの日に 清水 晴木
家庭の魚料理 川上 文代

児童書

ウルトラマンをつくった映画監督　
円谷英二 市川 森一
へんしん　ロボット あきやま たかし
おばけのしかえし おばけのしかえし

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。
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ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
❷
ウ
エ
ブ
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
利
用
❸
常
に

最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
保
ち
脆
弱
性
を
塞
い
で
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
※
キ
ャ
リ
ア
決

済
で
誤
っ
て
個
人
情
報
を
入
力
し
た
場
合
、
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
・
暗
証
番
号
・
キ
ャ
リ
ア

決
済
の
設
定
を
変
更
す
る
か
、
携
帯
電
話
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
２
段
階
認
証

を
設
定
し
、
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
使
い
回
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
※ 

携
帯
電
話
会
社
の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
よ
る
認
証
で
商
品
等
を
購
入
し
た
代
金
を
携
帯
電
話
の
利
用
料
金
等
と

合
算
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
決
済
方
法
。
携
帯
電
話
会
社
に
よ
り
名
称
は
異
な
る
。
】

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
日　時　２月26日（日）午前10時30分〜
場　所　和束町体験交流センター

読書活動推進事業
☆『ブックカフェ』開催のご案内

　令和５年２月10日（金）午後６時30分から、南山城村図書室にて
『ブックカフェ』を開催します。
　詳しくは図書室及び教育委員会で配布しているチラシをご覧ください。

南山城村図書室から
☆『おはなし会』のご案内
日　時　２月25日（土）午後２時〜３時
場　所　南山城村図書室

17 広報  　　　 2023.2◦第203号



ベベスストトショットショットのの
ボクたち
ワタシたち

広
報

2023.2
◦

第
203号

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0774・
78・

0120　
FAX

0774・
78・

0121
人口・世帯数
（令和５年１月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,600人　
世帯数� 1,690世帯

（減7）
（0）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,159人　
世帯数� � �595世帯

（減4）
（減2）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,505人　
世帯数� 1,206世帯

（減13）
（減5）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　京都府選挙管理委員会・京都府明るい選挙推進協議会
が主催する「令和４年度明るい選挙啓発ポスターコンク
ール」入賞作品をご紹介します。
　ご応募いただいたみなさん、ありがとうございました。

【審査結果】
入　選　稲　葉　妃　水（笠置小学校３年）
入　選　穂　森　爽　良（笠置小学校４年）　
入　選　西　村　心　歩（笠置小学校５年）
佳　作　森　脇　千　桜（和束小学校５年）
佳　作　坂　内　　　葉（南山城小学校５年）

明るい選挙啓発ポスター
審査結果

稲葉 妃水さん 穂森 爽良さん 西村 心歩さん

森脇 千桜さん 坂内　葉さん


